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東日本大震災 復興･支援活動ニュースレター 

カトリック仙台司教区・カリタスベース 

「東北での出会いと学び」 

カリタス女子中学高等学校 教諭 森 匡史 

震災から 7年 ボランティア活動に参加して 

東京純心女子中学高等学校 

漁業支援           染め物体験のお手伝い 
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東日本大震災被災地ボランティア 2018 

ノートルダム清心中・高等学校 

津波の流れ 

児童たちの避難方向 

大川小学校 

裏山 

校舎の壁はえぐられ、体育館の柱は崩れ落ち

た旧大川小学校  

民間震災遺構の高野会館        イチゴ農家さんでのお手伝い 

語り部の方からお話を聞きました      漁業支援（結び昆布作り） 
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写真左：南三陸町旧防災対策庁舎 

無残に曲がった赤い鉄筋と工事中の殺風景な様子が印象に残った 

写真右：JR 気仙沼線の線路として使われていたもの 

7 年経った今でもまだ直っていないところが多く、鉄骨が折れ曲がったままの 

場所もあり、改めて被害の大きさを感じた 

写真左：南三陸町のモアイ像  

モアイはチリイースター島の言葉で「未来を生きる」という意味を持ち、過

去の記憶を大切にし、現在を生き、未来に向かって歩み続ける東北の人々の

シンボルのような存在であると感じた 

写真右：南三陸さんさん商店街  
震災後、復興の光としてつくられた商店街。「前を向いて歩き続ける」という

東北の人の精神に触れることができた気がして、逆に元気づけられる場所だ

った 

「いかないとわからない」～カリタス石巻ベースでの活動に参加して～ 

上智大学  宇野安奈 

旧石巻市立大川小学校 震災後、時が止まっているかのように感じました 

2 年前、建設中だった災害公営住宅及びその周辺は、道路も整備され、 

新たな住宅街となっていました   （写真：2016 年 7 月 21 日撮影） 


